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議会報告の概要

１．開会挨拶

２．自己紹介

３．報告・説明

①平成２５年６月・９月定例会の報告及び１０月臨時会の報告

②平成２４年度決算の審査概要及び結果の報告

４．上記報告・説明に対する質疑応答

５．意見交換（議会運営や議会活動、市政に関する意見や提言）

主な意見・要望

【質問事項】

・新病院の整備について

・防犯灯設置補助金のあり方について

・駅西土地区画整理事業について

・市の財政赤字と議員報酬について

【意見・要望】

別紙のとおり

備 考



議会報告会記録

【第２班】 （ １／４ ）

開 催 日 時 平成２５年１１月１日（金） １８時３０分 ～ ２０時３０分

開 催 場 所 大山田コミュニティプラザ １階中会議室

参 加 人 数 ３２人

質 問 回 答

【新病院の整備について】

①10 月臨時会が開会され、落札業者からの増額申請と ・これまでの新病院整備の経緯として、６月議会で 35 億円の

平成 27 年４月の開業予定を遅らせる内容と聞いてい 事業費が増額されている。10 月臨時会では、平成 27 年４月

るが、もう少し詳しく教えてほしい。 に病院全体を開業するのは難しく段階的に開業していくと

聞いている。事業が遅れた理由として、各室のレイアウトで

医師、看護師等の意見調整に時間を要したことや、近隣住民

の意見等に配慮した上空通路の位置変更、救急搬送のための

動線を変更したことが市から説明され、議会としては賛成、

反対討論があったが、賛成多数で可決された。

②６月議会で新病院の整備に関する補正予算が議決さ ・当初の 106 億円や地域医療再生臨時特例交付金は東日本大震

れたが、なぜこのような高額な補正予算がスムーズに 災前の事業費であり、震災後、防災関係で大幅な変更があっ

議決されるのか。 たため、補正予算が計上され、議会として議決に至っている。

【防犯灯設置補助金のあり方について】

①９月議会で補正予算 810 万円が計上されたが、LED の ・防犯灯設置補助金についてはいろいろな意見を伺っている。

需要は増加傾向であるため、平成 26 年度は当初予算 これまでも市への要望活動は行っているが、この議会報告会

の段階から増額し、設置数を３灯から４灯にしては での議論を踏まえ、引き続き要望していきたい。

どうか。

【駅西土地区画整理事業について】

議会報告に対

する質疑応答

①この事業は計画決定後、約 40 年が経過し、その間住 ・特別委員会の設置や規模の見直しについて早急に回答するこ



（ ２／４ ）

民は家屋の建て替えをすることができない。当初は とはできないが、引き続き議員間で議論を行っていく。

住民の間でも反対する人がいたが、最近は早急な整

備を願う人が多い。新病院の整備については特別委

員会が設置されているが、駅西の整備についても設

置する考えはないのか。

また、事業が長期化しているため、規模を縮小する

考えはないのか。

【市の財政赤字と議員報酬について】

①市の財政赤字が 1,200 億円ほどあるとのことだが、 ・市では歳出の見直しや経費の削減が実施され、平成 23 度、

議会としてはどう感じているのか。 24 年度と少しずつだが財政赤字は減少してきている。

市長や副市長をはじめ、市職員も給与が削減されて 議員報酬については報酬審議会が開催され、市の財政状況等

おり、現在議員報酬の削減についても署名活動が行 に鑑み決定されている。現在の署名活動が終わり、結果が出

われているが、財政赤字を減らすために、議員報酬 た段階で議員間討議をしていきたい。

を削減する考えはないのか。
議会報告に対

する質疑応答



（ ３／４ ）

・市のごみについて、現在はＲＤＦ施設で処理されているが、今後どうなるのか。

⇒（回答）市のごみは、現在、桑名市、いなべ市、木曽岬町、東員町で組織する広域清掃事業組合の RDF 施設で処理さ

れているが、現在、他の処理方式の検討もされていると聞いている。

・東員町のごみゼロ運動を桑名市でも取り入れてはどうか。

⇒（回答）桑名市としても、ごみの減量やリサイクルを目的としたクルクル工房が設置されている。

・クルクル工房は数年前の入札により委託業者が変わり、生ごみのたい肥化方法も変わった。現在のやり方はあまり良く

ないと思うが、議員はその現状を把握しているのか。

⇒（回答）現在、市と協議しているところである。

・議会報告会では市民の困っていることを受け止めて、持ち帰ってしっかり検討してほしい。

・議会報告会では決定したことや市が提案したことを報告するばかりではなく、もっと前向きなことを話してほしい。

・桑名駅前は 50 年前とほどんど変わっておらず、根本的な構想がおかしいのではないか思う。

・議員報酬削減については確かに必要かもしれないが、これからは若い人たちが議員になるために報酬だけで家族を養い

生活できるのかを考えなければならない。若い世代が議員になり桑名駅や道路等について考えてもらいたい。報酬云々

より議員一人ひとりが自分の目標を持ってしっかりと活動してほしい。

・議会報告会を金曜日の夕方に開催するのはやめてほしい。若い世代や主婦が来てもらえるような曜日、時間選定をして

ほしい。

・自由通路については住民を巻き込みながら整備してほしい。

・議会報告会では、市民から様々な意見、要望が出されているが、その場しのぎのガス抜きの場とはせず、議員としてし

っかり活動してほしい。

・長島温泉の観光客を桑名へも回遊させる考えは。

⇒（回答）長島温泉に来られた方が少しでも多く桑名方面へ立ち寄る機会ができるよう、市に対しイベントの開催や計

画立案を働きかけていきたい。

・桑名駅は桑名の顔なので、早急に整備してほしい。駅のバリアフリー化の進捗状況は。また、JR 複線化工事については

四日市市と連携して実施してほしい。

⇒（回答）駅のバリアフリー化については、平成 27 年度に供用開始すると聞いているので、もうしばらくお待ちいただ

きたい。JR 複線化工事については大変大きな課題であると思うが、意見として伺い、担当所管へも伝える。

参加者からの

意見・要望等

・御衣野地区や力尾地区への企業誘致が今後もなされると聞いているが、それも踏まえて御衣野下野代線の整備を早急に



（ ４／４ ）

実施してほしい。

⇒（回答）御衣野下野代線は県道であり、本年８月に市長から県へ要望書を提出している。企業の誘致決定もされてお

り、早急に実施するよう議会としても働きかけていく。

・大山田地区は北部地域包括支援センターの管轄となっており、多度まで行かなくてはいけない。人口的にも多度、長島

地区よりも、大山田地区は 22,000 人程度と多く、多度、長島には包括支援センターが設置されているため、大山田にも

設置してはどうか。

⇒（回答）地域包括支援センターは、要支援の方を対象にサービスを実施する施設であり、実際、各地域の方々が利用

しやすいかというと、様々な課題があると思う。当初は中学校区単位での計画もあったが、実際には東西南北の４カ

所に設置された。国は今後の高齢化に伴い、高齢者が住み慣れた地域で生活できるよう地域包括ケアシステムの構築

を推進しており、市も次期の地域福祉計画の策定にはそれを盛り込む予定と聞いている。議会としても、地域福祉計

画の策定に当たっては、大山田地区の高齢化について考慮するよう要望していく。

参加者からの

意見・要望等


